
柏崎市第六次総合計画前期基本計画　主要施策シート（案）

１
【生活・安全・環境】
安全安心で快適に暮らせるまち

３
【子育て・健康・福祉】
みんなが健やかに過ごせるやさしいまち

1-1 原子力安全・防災対策の推進 3-1 出会い・結婚・安心して産み育てられる環境の充実

1-2 地域防災力・消防力の充実 3-2 子育て家庭へのきめ細やかな相談支援

1-3 災害に強いまちづくりの推進 3-3 心と体の健康づくりの推進　

1-4 持続可能な公共交通の確保 3-4 持続可能な医療提供体制の確保

1-5 犯罪や交通事故のないまちへの取組強化 3-5 高齢者福祉の充実

1-6 魅力ある都市環境と住環境の整備 3-6 障害福祉サービスの充実と社会参加の支援

1-7 充実した社会基盤の整備 3-7 地域共生社会に向けた体制整備

1-8 豊かな環境の保全

1-9 持続可能な資源循環の推進

4-1 生きる力を育む学校教育の推進

4-2 教育環境の充実

2-1 雇用環境の充実と就労支援 4-3 多様なニーズに応じた生涯学習の充実

2-2 ものづくり産業の基盤強化 4-4 スポーツによるまちづくりの推進

2-3 新たな産業の創出と地域経済の発展 4-5 文化振興と文化財等の継承

2-4  魅力ある商業の振興

2-5 農業者の所得向上・基盤強化と担い手の確保

2-6 林業水産業の担い手確保と経営の安定化

2-7 観光産業の強化 5-1 多様な人権の尊重・平和意識の醸成 　

2-8 産業界の脱炭素化の推進　 5-2 ジェンダー平等の推進

5-3 市民力・地域力が発揮できる環境の充実

5-4 若者や移住者に選ばれるまちづくりの推進

5-5 行政運営の効率化と質の向上

5-6 安定した財政基盤の確保

４
【教育・スポーツ・文化】
未来を育み、文化を紡ぐ、活気あふれるまち

２
【産業・エネルギー】
産業の発展と共に成長する魅力あふれるまち

５
【住民自治・行政】
多様性を尊重し、誰もが活躍できるまち

資料４



 

目標値（R11）

原子力防災対策に関する研修会等の参加人数(延べ人数)

原子力防災対策に関する研修会等で6割以上理解した人の割合

▶用語説明

○○… △△…

1,173人 1,500人

ー 80%

指標名 現状値(R5)

SDGｓに関連するゴール 3、9、11、12、13

目標指標

１－１ 原子力安全・防災対策の推進

第１章 生活・安全・環境 １ 生活・安全・環境

第
１
章

めざす姿

市民から信頼が得られる徹底した安全対策や透明性の高い情報公開、さらには原子力災害の

避難経路等の充実・強化により、市民の安全と安心が確保されています。また、原子力に関

する知識や原子力防災に対する正しい知識の普及により、原子力災害時に自分がとるべき行

動を理解しています。

現況と課題

• 柏崎刈羽原子力発電所に対する市民の不安を払拭することが重要であることから、事業者には信頼回復

への更なる取組、徹底した安全対策の充実強化、十分な情報公開による透明性の確保を引き続き求めて

いく必要があります。

• 原子力政策については、国の責務のもとに行われるものであり、市民の安全と安心の確保に十分な責任

を持つよう、引き続き国に求めていく必要があります。

• 原子力災害時の避難の実効性を高めるため、原子力防災訓練を重ね、「柏崎市地域防災計画(原子力災

害対策編)及び「柏崎市原子力災害広域避難計画」の継続的な改善を図るとともに、広域的な避難路の

整備が求められています。

• 国や県、防災関係機関との連携により、災害時の体制及び対応力の向上に取り組んでいるところでです

が、原子力防災体制の更なる充実と原子力防災対策に対する住民の理解促進及び普及啓発に取り組む必

要があります。

主要施策の方向性

【原子力安全対策の推進（安全性と透明性の確保） 】

• 事業者に対して、市民から十分な信頼が得られるよう、安全対策の更なる充実強化、原子力

に関する情報公開による透明性の確保を強く求めます。

• 国に対しては、事業者の安全対策の取組の有効性を確認するとともに、原子力防災対策にお

ける住民避難を始め、市民の安全と安心の確保に十分な責任を持つよう、強く求めます。

【原子力防災体制の充実・向上】

• 国、県及び関係機関との連携を強化し、合同による原子力防災訓練を実施することにより、

原子力災害への対応力を強化するとともに、避難計画の継続的な改善を行います。

• 広域的な避難の実効性を確保するため、避難道路や緊急輸送路等の幹線道路の早期整備に向

けた取組を推進します。

• 原子力災害発生時に正しく行動できるよう、出前講座などを通じて、市民への原子力防災や

放射線・放射能に関する正しい知識の普及や理解促進に取り組みます。

主な事務事業

・原子力広報等対策事業

・原子力調査情報収集事業

・原子力防災対策事業

「○○○○○○○○○○○○」

関連する個別計画

・柏崎市地域防災計画(原子力災害対策編)

・柏崎市原子力災害広域避難計画

写真



 

目標値（R11）

防災出前講座実施町内会の割合

防災士養成講座による資格取得者数

人口千人当たりの消防団員数

▶用語説明 自主防災組織　…　「自分たちのまちは自分で守る」という、地域住民の連携に基づき、結成される防災組織のこと。 要配慮者…　高齢者、障がいのある方、妊産婦、乳幼児・児童、日本語に不慣れな外国人など、災害発生時に必要な情報を把握したり

　　　災害の発生時に、住民が連携を取り、互いの身を守るために防災活動を行う。 　　 一人で避難することが難しい人、避難生活などが困難な人のこと。

防災士　…　認定特定非営利活動法人日本防災士機構による民間資格。機構の定めたカリキュラムにより、

　 　防災力を高めるための十分な知識と技能を習得した者が認定される。

指標名

SDGｓに関連するゴール ３，４，９，１１，１３，１７

現状値

44%(R6) 49%

52人(R6) 45人

17.11人(R6) 17.50人

「○○○○○○○○○○○」

目標指標

１－２ 地域防災力・消防力の充実

第１章 生活・安全・環境 １ 生活・安全・環境

第
１
章

めざす姿

災害時、身を守るために必要な情報、行動や物資は何かを住民が理解し、自助、共助及び公

助の相互協力により、自主防災組織や町内会の防災活動が活発に行われています。

消防・救急・救助体制を強化することにより、地域の安全・安心が確保されています。

現況と課題

• 柏崎市地域防災計画に基づき、災害対策全般に対する総合的かつ計画的な防災行政を推進し、市民の

生命、身体及び財産を保護することを進めています。災害が激甚化、多様化する中で、引き続き、最

新の知見を迅速に「柏崎市地域防災計画」に反映させるとともに、様々な状況に応じた災害対応力の

強化や防災体制の構築が必要です。

• 災害時、自分の身を守るためには、自分が取るべき行動を理解し、正しい行動をとることが必要です。

• 人口減少・少子高齢化の進行と自営業者減少などの就業環境の変化から、地域防災活動を行う担い手

確保が困難となり、特に災害時要配慮者の避難に対する地域の支援が求められている中で、平時から

地域における支援体制を構築することが重要となります。

• 災害が複雑化・大規模化する中、災害対応力を強化するため、安全基準や運用状況に応じた消防車両

や資機材更新・整備が必要です。

• 救急出場件数が増加し、救急需要が増大していることから、安定的かつ持続的な救急業務の提供が課

題となっています。

• 高齢者の住宅火災による死者数の割合が高い傾向にあることから、高齢者向け防火対策や住宅用火災

警報器の啓発活動が重要な課題です。

• 消防団員数の減少と高齢化による地域防災力の低下が課題となっています。

主要施策の方向性

【防災体制の強化】

• 「柏崎市地域防災計画」に最新の知見を取り入れ、実情に即した防災体制の強化に取り組みます。

また、事前防災に主眼を置く「柏崎市国土強靭化地域計画」にある災害リスクへの対応方針を基

に、大規模災害に備え、強靭化の取組を推進します。

• 災害情報の取得方法を市民に周知するとともに、「防災情報通信システム」やSNSなどあらゆる情

報発信ツールを活用しながら、災害時には迅速かつ的確な情報伝達の多重化・多様化に取り組み

ます。

• 自然災害による被害の未然防止、軽減を図るため、防災ガイドブックや各種ハザードマップを適

宜更新し、最新情報を様々な媒体により確認できる状況にします。

【防災意識の向上】

• 小・中学生を対象とした防災教育および自主防災組織や町内会へ講師を派遣する防災出前講座等

の事業を通じて、防災意識の向上を図ります。

【地域防災力の充実】

• 地域防災の担い手である防災士を計画的に養成するとともに、防災士の活躍の場を広げるためス

キルアップの支援を行います。また、自主防災組織に対する防災説明会や出前講座を継続するこ

とで、自主防災組織の活動活発化を図ります。

• 共助の担い手同士の連携を強化するために、防災事業に関わる団体等を支援します。

• 平時から多様な団体と連携し、地域にお住まいの避難行動要支援者の把握や個別避難計画の共有、

避難支援体制の構築など、地域の実情に応じた支援に取り組みます。

【消防力の充実・強化】

• 消防車両や資機材の計画的な更新・整備を推進することで、災害活動体制を強化します。また、

救急需要の増加に対応するため、DX化による業務効率化や救急救命士の育成強化を図ります。

• 高齢者を中心とした防火対策強化のため、関係機関と連携して住宅用火災警報器の点検・取替え

の重要性を周知し広報活動に努めることで、住宅防火対策を推進します。

• 消防団の持続可能な体制の構築と地域防災力の強化を目指し、若年層や女性の加入促進、女性が

活躍できる環境整備を進めます。

主な事務事業

・地域防災力向上支援事業

・市民活動センター管理運営費

・防災体制強化事業

・消防機械器具施設整備事業

・常備消防施設整備事業

関連する個別計画

・柏崎市危機管理計画

・柏崎市地域防災計画

・柏崎市業務継続計画

・柏崎市国民保護計画

・消防整備基本計画

・柏崎市国土強靭化地域計画

写真



 

目標値（R11）

森林経営管理事業の整備率

民間住宅の耐震化率

▶用語説明

○○… △△…

6.3%(R6) 21.9%

89.2%(R5) 92.6%

指標名 現状値

SDGｓに関連するゴール ３,９,１１,１３,１５

目標指標

１－３ 災害に強いまちづくりの推進

第１章 生活・安全・環境 １ 生活・安全・環境

第
１
章

めざす姿

自然災害に備えた対策を進め、災害に強いまちを形成しています。

現況と課題

• 近年、ゲリラ豪雨や線状降水帯の発生による大雨などの異常気象により、全国各地で河川の氾濫

や内水による浸水被害、土砂災害の激甚化・多発化が問題となっています。

• 本市においても森林の荒廃への対応、河川、下水道雨水幹線や枝線の整備のほか、河川管理施設

の老朽化対策、排水ポンプ場の適切な管理や運営、土砂災害の未然防止対策など流域全体の総合

的治水対策が必要です。

• 道路防災対策として、道路法面の状況を継続的に点検することにより、危険箇所を早期に把握し、

その対策を進めていくことが必要です。

• 大地震から身体、生命又は財産を守るためには、住宅の耐震化を図ることが必要ですが、改修に

かかる費用が高額になる上に、所有者の高齢化や住み継ぐ者がいないなどの理由により耐震改修

を行う人が少なくなっていることが課題となっています。

主要施策の方向性

【水害対策の推進】

• 激甚化、多発化する水害を未然に防止するため、河川の改修を進めるとともに、河川施設の

適切な維持管理と計画的な更新を行います。また、治水ダムの整備促進と予算確保について、

国及び県に強く働きかけます。

• 公共下水道事業区域内においては、雨水幹線・枝線の整備を計画的に進めるとともに、施設

の維持管理を適切に行います。

【土砂災害対策の推進】

• 土砂災害を未然に防止するため、砂防施設や地すべり防止区域の定期的な点検を行います。

• 山林の適切な維持管理のため、森林経営管理事業や造林事業により、山林の計画的な間伐等

に努めます。

【道路防災対策の推進】

• 災害発生時の被害を未然に防止し、円滑な道路交通を確保するため、道路防災点検の結果に

基づいた、危険箇所の道路法面対策を推進します。

【住宅耐震化の促進】

• 「柏崎市耐震改修促進計画」に基づき、住宅の所有者に対して耐震化の重要性を啓発し、耐

震診断や耐震改修等の支援制度の周知・活用を図り、住宅の耐震改修を促進します。

主な事務事業

・治水事業・市街地低地部内水対策事業

・治山・砂防事業

・森林経営管理事業

・道路防災対策事業

・木造住宅耐震改修費等補助金交付事業

関連する個別計画

・柏崎市国土強靭化地域計画

・柏崎市地域防災計画

・柏崎市水防計画

・柏崎市森林整備計画

・柏崎市耐震改修促進計画

「○○○○○○○○○○○」

写真



 

目標値（R11）

市民1人当たりの地域公共交通年間利用回数

1乗車当たりの柏崎市の財政負担額

柏崎駅における優等列車の運行本数

▶用語説明

AI新交通「あいくる」…ＡＩ（人工知能）を活用した事前予約制の乗合交通。乗降ポイント間を、乗り継ぎなしで移動できる。

指標名

6.60回5.32回

349円 242円

7.5往復 8.5往復

SDGｓに関連するゴール 9,11,17

現状値(R6)

目標指標

１－４ 持続可能な公共交通の確保

第１章 生活・安全・環境 １ 生活・安全・環境

第
１
章

めざす姿

持続可能な公共交通ネットワークの再構築により、市民ニーズに対応した「やさしい公

共交通」を実現し、市民の移動の足がしっかりと確保されています。

現況と課題

• 市内の路線バスは、市民の生活基盤を支える重要なインフラですが、全国的な利用者減少と運転士不

足は、本市においても例外ではなく、減便や廃線が続いています。これに伴い、利便性の低下が特に

中山間地域で顕著であることから、この地域を中心とした公共交通の再編が急務となっています。

• 運転士不足や労働規制の強化により、曜日や時間帯によってはバスやタクシーが利用しにくい状況が

見られることから、移動ニーズに見合う運転士の確保が公共交通の安定的な運行に必要です。

• JR信越本線においては、優等列車である特急しらゆきの利用者数が限定的であり、またJR越後線にお

いても、柏崎－吉田間の利用者数が減少しています。このことから、各路線の運行維持・活性化に向

けては、沿線自治体などと連携していく必要があります。

【地域における生活交通の確保】

• 「柏崎市地域公共交通計画」及び「柏崎市地域公共交通利便増進実施計画」に基づき、

持続可能な公共交通ネットワークを再構築することで、市内における公共交通の利便性

の向上を図ります。

• 曜日や時間帯を問わず、市民のニーズに合わせた移動手段を確保するため、交通事業者

と連携しながら、運転士不足対策に取り組みます。

【鉄道の利便性の向上】

• 鉄道の利便性向上を図るため、上越新幹線・北陸新幹線と信越本線との速達性や確実性

の高い接続と、特急や快速列車などの優等列車等を確保するとともに、悪天候時の運行

支障への対策などについて、関係機関に対しての要望を継続します。

• 鉄道の利便性の維持・向上は、新潟県全体の課題であることから、新潟県沿線自治体や

関係団体と連携した取組を実施するとともに、信越本線においては将来的な鉄道高速化

や両新幹線との直通運転化を目指します。

主な事務事業

・路線バス等確保事業

・鉄道等活性化事業

「AI新交通あいくるの運行」

関連する個別計画

・柏崎市地域公共交通計画

・柏崎市地域公共交通利便増進実施計画

主要施策の方向性



 

目標値（R11）

刑法犯認知件数(年)

消費者トラブルに係る相談件数(年度)

交通事故発生件数(年)

▶用語説明

○○… △△…

SDGｓに関連するゴール ３、４、５、１１、１２、１６

指標名 現状値(R6)

227件 197件

452件 450件

64件 60件

目標指標

１－５犯罪や交通事故のないまちへの取組強化

第１章 生活・安全・環境 １ 生活・安全・環境

第
１
章

めざす姿

地域や事業者、関係団体等が一体となり、犯罪や交通事故の防止活動が推進され、市民

の誰もが安心して安全なまちで生活しています。

現況と課題

• 刑法犯認知件数は、年々減少傾向にあるものの、特殊詐欺の手口が悪質、巧妙化し、特殊詐欺被

害は増加傾向にあり、消費者教育、啓発を通して防犯意識を高める必要があります。

• 犯罪のない安全で安心して暮らせるまちづくりを実現するためには、地域、警察や防犯関係団体

と連携し、市民の自主防犯意識を高めていくことが重要ですが、防犯ボランティア団体の高齢化

や後継者不足などの課題もあります。

• 情報を得にくい高齢者や障がい者等が、被害に遭うケースも少なくないため、消費者安全確保地

域協議会の充実を図り、見守り体制を強化することが必要です。一方、令和４（２０２２）年４

月から成年年齢が１８歳に引き下げられたため、成年年齢に達する前の教育、啓発活動が必要で

す。

• 交通事故発生件数は、近年、年間６０件台で推移しており、このうち、高齢者が関わる交通事故

の割合は５割を超える状況にあることから、高齢者が事故の当事者とならない取組が必要です。

また、自動車、自動二輪車、原動機付自転車に限らず、歩行者や自転車による交通事故が毎年そ

れぞれ１～２割程度の割合で発生していることから、年代に応じた効果的な交通安全教育や交通

安全意識の啓発、広報活動を推進していくことが求められています。

主要施策の方向性

【地域での犯罪未然防止対策の推進】

• 地域、警察や防犯関係団体と連携し、防犯に対する意識啓発や防犯意識の高い人材の育成を

推進し、市民の自主防犯意識の向上を図ります。

• 犯罪を未然に防ぐ地域を作っていくため、各地域で実施しているあいさつ運動を通じた「な

がらパトロール」や社会貢献活動の一環として行われている事業者による「ながら見守り」

活動など、常に防犯の視点を持って見守り活動ができる取組を推進します。

【安心・安全な消費生活の確保】

• 消費者に必要な知識、技術に対する情報を消費生活啓発講座（出前講座）等を通じて提供す

るとともに、消費生活相談の充実を図り、地域が一体となった見守り活動を推進し、高齢者

等の被害の未然防止に取り組みます。

• SNS等に起因する犯罪を未然に防ぐため、学校や関係機関等と連携し、年代に応じた実効性の

ある消費者教育を推進します。

【交通安全対策の推進】

• 警察や関係機関、団体等と連携し、自動車、自転車等の運転者や歩行者の正しい交通ルール

とマナーの浸透を図るため、各世代に対する交通安全教室や様々な機会を捉えて啓発活動を

行います。特に高齢者の交通事故防止に向け、体験型交通安全教室や高齢者向け交通安全教

室などにおいて、交通安全意識の醸成を図ります。

主な事務事業

・消費者対策事業

・地域安全対策事業

・交通安全対策事業

関連する個別計画

・第三次柏崎市防犯まちづくり推進計画

・第１１次柏崎市交通安全計画
「○○○○○○○○○○○」

写真



 

目標値（R11）

長寿命化計画に基づく公営住宅改修実施棟数（累計）

管理不全な空き家の年間削減件数

空き家バンクの成約件数（累計）

居住誘導区域内の人口密度

▶用語説明

○○… △△…

7件 40件

36人/ha 31人/ha

指標名 現状値(R6)

15棟 19棟

6件 6件

SDGｓに関連するゴール 11

目標指標

１－６ 魅力ある都市環境と住環境の整備

第１章 生活・安全・環境 １ 生活・安全・環境

第
１
章

めざす姿

都市機能が集積した利便性が高いまちなかや憩いの場となる公園等が充実し、賑わいの

あるまちが形成され、市民が快適に暮らしています。

現況と課題

• 柏崎駅前などの中心市街地は、少子高齢化や居住機能の郊外拡散により、人口の減少と低密度化

が進んでいます。このような状況でも、暮らしやすく、将来にわたり持続可能でコンパクトな都

市を目指し、中心市街地の魅力向上や都市機能の誘導を図ることが必要です。

• 都市公園施設は、経年劣化による老朽化が進行した施設が多数あるため、計画的な施設の維持修

繕や改築更新により長寿命化を図ることが必要です。

• 景観水準の向上と市民の良好な景観形成に対する意識の醸成により、自然景観の保全や文化景観

の継承を図ることが必要です。

• 管理不全な空き家が増加しており、空き家の削減に向けた取組と、空き家にさせないための利活

用施策及び所有者等の意識改善を目的とした情報発信が必要です。

• 公営住宅は、老朽化やライフスタイルの変化などによる住環境の水準の低下が見受けられるもの

について、計画的に改修し、整備を実施していく必要があります。

• 市民が快適に安心して暮らせる居住環境の維持及び向上を図るために、引き続きリフォーム支援

を行っていくことが必要です。また、冬期間の雪下ろしによる負担の軽減のため、雪国のすまい

づくりについて支援が必要です。

主要施策の方向性

【中心市街地の活性化】

• 持続可能な都市を目指す「柏崎市立地適正化計画」に基づいて、中心市街地に都市機能など

を緩やかに誘導することにより、コンパクトで住みやすいまちづくりを推進します。

• 民間と行政の協力体制などを検討し、中心市街地の魅力向上によるにぎわい創出に取り組み

ます。

【快適な生活環境の維持】

• 「柏崎市都市公園施設長寿命化計画」に基づき、計画的な施設の修繕や改築更新を行い、市

民に快適で潤いのある公園環境の提供します。

【景観まちづくりの推進】

• 「柏崎市景観計画」に基づく届出制度により、専門的な知見から緩やかな規制誘導を行うこ

とで、市民と建築事業者の景観に対する意識の醸成や良好な景観の保全・形成に取り組みま

す。

【空き家の適正管理と利活用の推進】

• 「柏崎市空家等対策計画」に基づき、管理不全な空き家は、適正管理に向けた助言・指導、

勧告、命令を行うとともに、所有者等が行う空き家のリフォームや除却を支援します。

• 空き家対策の補完的な役割を担う民間法人を空家等管理活用支援法人に指定し、相談対応、

意識啓発、空き家バンクなど、官民が連携して管理不全な空き家の削減に取り組みます。

【安心・安全で快適な住環境の整備】

• 「柏崎市公営住宅等長寿命化計画」に基づき、老朽化した公営住宅の維持管理や改修を行い、

安心・安全で快適に住み続けられる住環境を提供します。

• 住環境の向上による定住の促進及び子育て・若者世帯を応援するために、引き続き住宅リ

フォームに対する支援を行うとともに、屋根雪処理のいらない家づくりの支援と雪下ろし時

の転落事故予防のための器具設置に支援を行います。

主な事務事業

・中心市街地活性化事業 ・都市公園整備事業

・景観形成推進事業 ・空き家対策事業

・市営住宅改修事業 ・住まい快適リフォーム事業

・克雪すまいづくり支援事業

関連する個別計画

・柏崎市立地適正化計画 ・柏崎市景観計画

・柏崎市都市公園施設長寿命化計画 ・柏崎市空家等対策計画

・柏崎市公営住宅等長寿命化計画 ・雪害予防計画 「○○○○○○○○○○○」

写真



 

目標値（R11）

市道改良率

橋りょう長寿命化修繕（累計）

除雪オペレーター育成支援人数（累計）

柏崎港の年間貨物取扱量

水道管路の耐震化率

▶用語説明

○○…

指標名 現状値

SDGｓに関連するゴール ３,９,１１

51.7%(R6) 52.4%

125橋(R6) 148橋

34.4%(R5) 36.2%

34人(R6) 70人

90,971ｔ(R6) 96,000ｔ

１－７ 充実した社会基盤の整備

第１章 生活・安全・環境 １ 生活・安全・環境

第
１
章

めざす姿

社会情勢の変化を見据えながら、市民のニーズに即した社会基盤の整備を推進すること

により、市民の安全で快適な暮らしが確保されています。

現況と課題

主要施策の方向性

【幹線道路ネットワークの整備】

• 中心市街地と郊外部のアクセス向上のため、国道８号柏崎バイパスをはじめとした国県道の

整備促進と予算確保について、国及び県に強く働きかけます。都市計画道路や幹線市道の整

備事業は、優先度の高さや実施の可否を検討しながら整備を進めます。

【生活道路の整備】

• 早期に事業効果が発揮できるよう計画的に市道の整備を進め、沿線住民の安全性及び利便性

の向上を図ります。また、通学路の安全性を確保するため、「柏崎市通学路交通安全プログ

ラム」に基づき、計画的な歩道の整備や路肩の拡幅を進めます。

【港湾機能の保全】

• 平時の貨物取扱量の増加を図るため、航路水深確保を中心に港湾施設の整備促進を国及び県

に働きかけます。

【道路や橋りょうの計画的な保全】

• 定期的な道路パトロールや市民からのＬＩＮＥによる道路損傷等の通報により、危険箇所を

早期に把握して適切な対応を行います。

• 道路ストックの保全と長期的な修繕コストを抑制するため、「柏崎市橋梁長寿命化修繕計

画」などの個別施設計画に基づき、計画的な定期点検や施設修繕を実施します。

【冬期間における道路交通網の安全確保】

• 冬期間における市民の安全・安心な生活を確保するため、広域連携による安定した除雪体制

の構築、除雪機械の計画的な更新、除雪事業者が雇用する除雪オペレーターを育成するため

の補助を実施します。

【上下水道機能の保全】

• 上下水道の機能を確保し、サービスを安定的に提供していくため、施設の重要度や規模等を

検討し、計画的で効率的な改築更新及び耐震補強を進めるとともに、有収水量の減少を踏ま

えた経営の安定化に努めます。

主な事務事業

・幹線道路整備事業 ・橋りょう等修繕事業

・都市計画道路整備事業 ・除雪車購入事業

・生活道路整備事業 ・除雪オペレーター育成支援事業

・交通安全施設修繕事業 ・港湾管理事業 ・水道老朽管更新事業

関連する個別計画

・柏崎市地域防災計画 ・柏崎市公共施設等総合管理計画

・柏崎市交通安全計画 ・柏崎市雪対策基本計画

・柏崎市公営企業中期経営計画(経営戦略)

・柏崎市橋梁長寿命化計画 ・柏崎市国土強靭化地域計画

「○○○○○○○○○○○」

写真

• 幹線道路については、現在、未改良区間が多く残っていますが、活力ある地域や都市づくりの推進、

災害に強く安全で安心して暮らせる生活の実現のため、より一層の整備が重要です。

• 地域で利用されている生活道路は、幅員が狭く、緊急車両の通行や除雪作業に支障のある路線が多い

ため、各地域から道路改良の要望が寄せられており、計画的な整備が求められています。また、歩行

者の安全を確保するため、歩道の整備や路肩の拡幅を推進することが必要です。

• 柏崎港は、貨物取扱量が減少傾向にありますが、今後、国が進めるカーボンニュートラル事業に必要

な物資の中継港や災害時の支援船がスムーズに入港できる防災拠点としての役割も期待されており、

船舶の入港に支障がないよう港湾機能の強化が求められています。

• 道路施設の維持管理は、危険箇所を早期に把握し対応することが必要です。また、予防保全型による

道路施設の長寿命化を進めており、特に橋りょう・トンネルなどの重要構造物は、法律により点検が

義務づけられています。このため、計画的に点検し、その結果を踏まえた修繕を計画的に実施してい

くことが重要です。

• 冬期間における道路交通の安全確保のため、迅速な除雪作業が求められており、確実な除雪体制を維

持するには、除雪機械の計画的な更新、除雪オペレーターの確保が重要です。

• 上下水道施設は老朽化した施設が多く、耐震性が低い状況にあり、給水収益に直結する有収水量も人

口減少等を背景に年々減少しています。将来にわたって安定的に公営企業を継続するため、人口規模

に応じた施設のダウンサイジングとともに、強靭化を図ることが求められています。

目標指標



 

目標値（R11）

温室効果ガス削減量（区域施策編）

鳥獣による農業被害額

▶用語説明

○○… △△…

指標名 現状値

-21.3％（R3） -37.8％（R9）

15,620千円(R6) 13,707千円

SDGｓに関連するゴール 3、6、7、13、14、15

目標指標

１－８ 豊かな環境の保全

第１章 生活・安全・環境 １ 生活・安全・環境

第
１
章

めざす姿

市民と事業者が脱炭素化を進め、豊かな環境を保全していくことで、地球温暖化の抑制

に寄与し、環境にやさしく暮らしやすい持続可能なまちへの取組が進んでいます。

現況と課題

• 地球温暖化に対して、地域としての温室効果ガスの排出を抑制する取組を進めています。市公共施

設に再生可能エネルギーを積極的に導入し、省エネ・創エネ設備のほか、ＥＶ・ＰＨＥＶの導入を

支援し、市民や事業者に地球温暖化対策につながる行動変容を促してきています。

• 令和2（2020）年には、国や県より早い令和15（2035）年のカーボンニュートラルによる脱炭素社

会の構築を表明し、地域エネルギー会社の設立など、他に先駆けて市民や事業者が脱炭素エネル

ギーを利用できる環境を整えています。

• 令和3（2021）年度の市域の温室効果ガス排出量（区域施策編）は、基準年度21.3％の削減と着実

に減少していますが、環境と経済が好循環する脱炭素社会の実現に向けて、あらゆるシーンで脱炭

素化に向けた取組を更に進めていくことが必要です。

• 生活環境の保全については、清掃活動など環境美化に対する取組が市内各地で行われ、水質などの

環境基準を十分満たす良好な環境が保たれていますが、人為的な不法投棄ごみや海洋ごみの問題は、

生態系や人体への影響も懸念されます。山、川、海など豊かな自然環境と併せ、安心して暮らせる

生活環境を次世代へ引き継いでいくため継続した努力が必要です。

• イノシシやクマなど有害鳥獣の目撃件数、捕獲頭数ともに増加傾向にあり、住家付近での出没も増

えています。生物多様性に配慮しつつ、有害鳥獣による農作物被害をなくし、市民の安全が脅かさ

れないための環境整備が必要です。

主要施策の方向性

【脱炭素化（温室効果ガス排出量抑制）の促進】

• 市民や事業者の脱炭素に向けた行動変容を促す啓発活動に継続して取り組むとともに、脱炭

素化につながる設備導入を推進し、支援します。

• 地域エネルギー会社や関係機関と連携して市内の再エネ電力供給量の増加に努めることで、

事業者の産業競争力を高め、地域経済が活性化した脱炭素社会の構築を目指します。

【環境美化・保全、不法投棄・公害の防止】

• クリーンデーかしわざきを実施するほか、ボランティアによる各地域での環境美化活動を支

援します。また、美しい自然環境を守るため、保全の重要性について啓発に努めます。

• 不法投棄対策として、県や警察と連携してパトロールを行うほか、未然に防ぐための啓発活

動を推進します。海洋ごみは、国境や県境を跨いで漂着することから、国や県と協力しなが

ら回収・処理を行います。

• 適切な生活環境を保つため、法令に基づき水質や騒音などを測定し、環境基準を満たしてい

るか監視します。

【有害鳥獣への対策強化】

• 鳥獣被害対策実施隊の人員確保や資機材の充実を図るとともに、保健所、警察など関係機関

との連携を密にし、有害鳥獣の捕獲体制強化を図ります。

• 有害鳥獣による農業被害や生活圏域への出没を抑制する方法について、周知活動を拡充して

いきます。

主な事務事業

・地球温暖化対策普及啓発事業

・低炭素型設備機器導入補助事業

・クリーンデー柏崎事業

・農業被害鳥獣対策事業

関連する個別計画

・柏崎市環境基本計画第３次計画

・柏崎市地球温暖化対策実行計画

・柏崎市ゼロカーボンシティ推進戦略

・柏崎市鳥獣被害防止計画
「○○○○○○○○○○○」

写真



 

目標値（R11）

ごみ・資源の総排出量

最終処分埋立率

リサイクルセンター利用者数（3施設分）

▶用語説明

水平リサイクル…使用済みの製品を原料として、同じ製品を再び作り出すこと

25,251ｔ 21,831ｔ

62.8% 76.4%

248,282人 300,000人

指標名

SDGｓに関連するゴール 7,12,14

現状値(R5)

目標指標

１－９ 持続可能な資源循環の推進

第１章 生活・安全・環境 １ 生活・安全・環境

第
１
章

めざす姿

持続可能な循環型社会の実現に向けた、限りある資源の効率的な活用が進んでいます。

現況と課題

• 市民の分別意識の向上や資源物の軽量化、人口減少の影響により、ごみの総排出量は減少傾向に

ありますが、環境問題や資源不足などの課題が深刻化する中、今後は既存の取り組みに加えて、

市民一人ひとりのウェルビーイングを実現しながら、資源を効率的に活用する持続可能な社会を

目指すことが求められています。

• 近年、海洋プラスチックごみや気候変動問題、廃棄物輸入規制の強化を受け、国内でのプラス

チック資源循環の促進が一層重要となっており、市においても現在焼却処分をしているプラス

チック使用製品の分別収集やリサイクルを進めていく必要があります。

• 老朽化が進む既存ごみ処理場の対応として、令和11（2029）年度の稼働を目指した新ごみ処理場

の整備・建設を進めています。新処理場は、高効率なエネルギー回収能力を備え、発電を含めた

熱回収を行うことで、資源の有効活用を図り、その結果として循環型社会の形成に寄与すること

が求められています。

主要施策の方向性

【ごみ減量化・再資源化の推進】

• 資源物リサイクルセンターの回収品目の拡充や市民が利用しやすい施設運営により、リサイ

クル施策を強化します。さらに、リデュース・リユース施策の推進に向けて、市民や事業者

が実践すべき具体的な行動について分かりやすく周知をします。

• 収集から最終処分までの適正なごみ処理を推進するとともに、より効率的な資源の有効活用

につながるペットボトルの水平リサイクルなどに取り組みます。

• 地域全体での取組を進めるため、ごみの資源化・再資源化に取り組む民間事業者への支援や

連携を強化します。

【プラスチックをはじめとした資源循環の推進】

• 家庭から出る多様なプラスチック使用製品の分別収集・再商品化を進めるため、住民が取り

組みやすい分別方法や回収方法を整理し、回収可能な製品から実施します。

• 海洋プラスチックごみ発生抑制のため、市民や事業者、ボランティア団体が取り組む清掃活

動や啓発イベントを積極的に支援します。

【循環型社会を推進する新ごみ処理場の整備】

• 廃棄物処理の過程で発生する熱の発電や焼却後の灰を資源物として回収するなど、環境負荷

低減や公害防止等、環境に十分配慮した設備を備えた循環型社会を推進するごみ処理場を整

備します。

主な事務事業

・ごみ減量化・リサイクル対策事業

・資源物リサイクルセンター管理事業

・新ごみ処理場整備事業

関連する個別計画

・柏崎市環境基本計画第3次計画

・柏崎市循環型社会形成推進地域計画

・柏崎市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画
「○○○○○○○○○○○」

写真




